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第３７回区民車座集会意見交換内容（多摩区） 

１ 開催日時 平成３０年９月２２日（土） 午後１時３０分から午後３時５分まで 

２ 場  所 川崎市立菅小学校 視聴覚室 

３ 参加者等 参加者１２名、傍聴者等１２名                  合計２４名 

＜開会＞ 

司会：それでは、定刻となりましたので、ただいまから第３７回区民車座集会を始めさせていただきます。 

 私は、本日の司会を務めます多摩区役所危機管理担当の後藤と申します。よろしくお願い申し上げます。 

 今回は、「防災でつながる地域の輪」をテーマに、区総合防災訓練の振り返りを行いながら、地域防災力

の向上に向けた取り組みの可能性について意見交換してまいります。 

 本日は、区総合防災訓練に御協力をいただきました団体の皆様、また、日頃から防災に高い関心をお持ち

の皆様、さらに、多摩区と多摩川を挟んで接し、水防訓練などで連携をさせていただいております狛江市消

防団の方にも御参加をいただいております。 

 次に、行政からの出席者を紹介させていただきます。 

 福田紀彦川崎市長でございます。 

市長：どうぞよろしくお願いします。 

司会：石本孝弘多摩区長でございます。 

区長：どうぞよろしくお願いいたします。 

司会：それでは、福田市長から御挨拶を申し上げます。 

 市長、お願いいたします。 

＜市長挨拶＞ 

市長：皆さん、改めまして、こんにちは。今日は車座集会に御参加いただき、誠にありがとうございます。 

 こんなに近いのにマイクを使っているのも、インターネット中継のためですので、御容赦いただきたいと

思います。 

 ３７回車座集会をやっていますが、恐らく防災のことで特化してやったというのは、ちょっと僕、記憶に

ないので初めてではないかなというふうに思うんですけれども、昨年から、御案内のとおり、各区で２回ず

つ総合防災訓練をやっております。より体験的というか、その地域の実情に合ったものをそれぞれの区の工

夫でやっていただくということで、皆さんには本当に大変お世話になっていると思うんですが、今日は、本

当にこの数カ月だけでも、日本中至るところで自然災害が起こっていて、もはや本当に災害列島に私たちは

住んでいるんだなということを思い知らされていますが、各災害で川崎市の職員がお手伝いに行かせていた

だいていますけれども、そのときに感じて返ってくる言葉が、共通して、やはり「日頃の地域力があるとこ

ろというのはやっぱりいざというときにも強いよね」というふうな言葉が返ってまいります。 

 私たちの地域は本当にこれからも大丈夫かということは、やはりほかのそういう災害の被災地に比べて、

非常に人口の密集度合いも高いですし、そして、地域の関係が希薄になっているということも考えるともの

すごく不安になるということでありますから、是非、こういう、皆さんが取り組んでいただいている活動を

みんなで重ね合わせていってうまく連携していくという、その強さを日頃から、いつ来ても大丈夫なように
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備えてまいりたいというふうに思いますので、今日は区民車座集会を通じて、また一層の連携につながって

いければなと思っておりますので、どうかよろしくお願いいたします。 

（拍手） 

＜進行方法＞ 

司会：それでは、本日の進行方法を御説明いたします。 

 初めに、区総合防災訓練に御協力をいただきました３団体の防災への想い、訓練の取組の状況などについ

て発表をいただきます。 

 発表の方法につきましては、当日の写真や日頃の防災への想いなどを録音してまとめた映像作品、デジタ

ルストーリーテリングを事前に作成しておりますので、こちらを上映させていただきたいと存じます。 

 皆様には、このデジタルストーリーテリングを見ての「気づき」や、日頃の経験などを踏まえまして、防

災について市長との意見交換を行っていただきます。 

 なお、意見交換前には、お手元のボードに一言、皆様の「気づき」や「想い」を御記入いただきまして、

意見交換に進みたいと存じます。 

 それでは、デジタルストーリーテリングの上映に移らせていただきますので、市長・区長は席の移動をお

願いいたします。 

 一つ目は、今月２日に訓練を行いました菅町内会のデジタルストーリーテリングです。菅町内会は日本で

も有数の規模を持つ町内会ですが、大組織ならではの苦労も乗り越えられ、訓練を実施されました。 

 デジタルストーリーテリングのテーマは「減災意識の高揚に向けて」です。 

 それでは御覧ください。 

（菅町内会デジタルストーリーテリング上映） 

 続きまして、昨年度、訓練を実施した生田中学校避難所運営会議のデジタルストーリーテリングです。生

田中学校は区総合防災訓練の初めての会場となりました。 

 テーマは「日ごろからのつながりづくり」です。 

 それでは御覧ください。 

（生田中学校避難所運営会議デジタルストーリーテリング上映） 

 最後に、昨年度の２回目の訓練である中野島小学校避難所運営会議のデジタルストーリーテリングを上映

いたします。訓練は小学校と避難所運営会議との連携を意識して行われました。 

 テーマは「学校と連携した防災訓練」です。 

 それでは御覧ください。 

（中野島小学校避難所運営会議デジタルストーリーテリング上映） 

 作品の上映は以上になります。 

 市長・区長はもとの席にお戻りください。 

＜意見交換＞ 
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司会：これから意見交換となりますが、御覧いただきましたデジタルストーリーテリングを見て、気づかれ

た点や日頃の皆様の防災への想いなどを参考に、お手元のボードに一言ずつ、キーワードのような形でも結

構ですので、御記入をお願いいたします。 

 ボードは、意見交換の二つのテーマごと、一枚ずつ御用意しております。お書きいただいた内容をもとに

市長からお声かけをさせていただくといった方法で意見交換を進めていただきたいと思います。 

 ５分ほどお時間を用意しておりますので、御記入をお願いいたします。 

 皆さん、ボードは二つありますので、二つともお書きくださいますようお願いいたします。 

             （ボードへの記入） 

時間前ですが、皆さんよろしいでしょうか。 

 それでは、意見交換に移らさせていただきます。発言の際は、多くの皆様に御発言をいただきたいという

趣旨から、１回につき３分を目安とし、時間になりましたらこのような表示をさせていただきますので、発

言の取りまとめの御協力をお願いいたします。 

 それでは、ここからの進行は市長にお願いいたします。 

市長：はい。ありがとうございました。 

 まず、デジタルストーリーテリングって、初めて私は聞きましたけど、３分間か４分間の映像の中で、非

常に、あ、すごく分かりやすい、映像と語っていただいている皆さんの説明が非常に分かりやすかったなあ

と思って、何となく、この地域ではこういうことをやっていただいたのかということを、本当にわずかな時

間でありますけど、分かった気がいたしました。 

 さあ、早速ではありますけども、始めに、これを見ていただいてどう感じたかというのを書いていただい

たと思うんですけども、ちょっとこちら側に向けていただいてもよろしいでしょうか。 

 それぞれおもしろいキーワードがあって、この「関心は行動力とイコールではない」というような、ちょ

っと御説明をいただいてよろしいでしょうか。どうぞ。 

伊藤さん：いきなり最初にくるとは思わなかったんで、すみません。私は中野島小学校のＰＴＡ会長の伊藤

と申します。 

 それぞれの地域の取組、見せていただいて、なるほどというところなどもあったんですが、私もＰＴＡの

活動とかも、それから避難所運営会議のほうにも参加していろいろやっていますが、市民のみならず国民の

防災に対する関心というのは間違いなく高くなっている、もう、ものすごく高くなっていると思うんです。 

 では、じゃあ、今まで町会さんとかがやっている防災訓練とか、こういったところに実際に参加してみよ

うと、実際行動してくださっている方というのは、まだまだ一部なのかなと。先ほどもやっと横のつながり

が、少しつながりができたということで、まだ、行動と完全に一致はしていないのかなという、決して悪い

意味ではなくて、関心は大分高まってきているところでこういった動きが出てきたので、これが極力イコー

ルになるように、そのためにはちょっといろいろあると思うんです。 

 実際、共働きの家庭が非常に増えているので、関心はあるけどそんなこと言っていられない、家事で精一

杯、こういったことにはちょっと踏み込めないという方も多いと思うんですが、そうなると職場でお休みが

もうちょっと気軽に取れるような社会の全体のつくり方とかが、もう、関わってくるとは思うんですけど、

今のところはまだ関心とイコールにはなっていないなというところで、すみません、決して後ろ向きではな

いです。 
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市長：ありがとうございます。 

 この議論のスタートとして、いいキーワードをいただいたと思います。 

 先ほどの、寺澤さんの語っていただいた中でも、こういうプロセスを呼びかけるということによって新し

い人たちが関心を持っていただいたというか、地域に気づきがあったというふうなことをお話ししていまし

たけども、今の伊藤さんの話を受けて、今やってみてどう思いますか。 

 なかなか、まだ、伊藤さん言われるように、関心は高まっている、市民の意識も高まっている、だけど実

際の行動につなげられていないんじゃないかというのを、寺澤さんが地域を歩いている中で、いろいろ感じ

られたと思うんですけども。 

寺澤さん：そうですね、まず、私たちは、避難所自体を皆さんにお伝えしなければ事が始まらないので、そ

の発信場所を増やす意味でも地域の大きな団体の方たちと一緒になって行動するのが早いかなという思いが

ありました。それを広げることによって、私も１００人ぐらいの方には避難所の話とかそういうことをお話

ししてきたんですけれども、この発信場所としては、住民の方に対してすごくいい関係になれるんではない

かなということと、あとは、なんか、町で出会ったときに、顔と顔で知り合いになれて、そこからまた伝え

るべきことが伝えられる、そういうつながりが徐々にできていると思います。 

 前回は中学校でやったんですけれども、今回、三田小のほうでまた防災訓練があるんですけれども、それ

をとてもうまく引き継いでいただいています。そちらで繰り返すことにより、また強いつながりができ、ま

た発信していただいて、住民の方が多く参加していただいて興味をいただく、そこからがスタートだと思っ

ています。 

 あとは、それを皆さんの自治会とかマンションとかで持ち帰り、今日、その部分を少し強めていただいて、

まちの中で、今度振り返って訓練が行われるときに、そこからまち全体が、皆さんで参加できるような形を

つくっていけたらなという、その出始めです。 

市長：ありがとうございます。 

 ちょうど同じ、ストーリーテリングのところで出てきていた、寺澤さんが歩いていた己斐さんのところ、

施設についてですが、先ほど映像に出ていましたよね。今まで、こういう関わり、防災と地域で関わってい

たというふうなのってありましたでしょうか。 

 その後、近藤さんのところにお伺いしたいと思います、子育て関係で。 

 その後ちょっと、セブンイレブンの取組などを聞きたいと思いますので、ちょっと考えておいていただけ

れば。 

 じゃあ、己斐さん、お願いします。 

己斐さん：私どもは三田あすみの丘という施設なんですけれども、施設が建てられたのは平成５年というこ

とで古い施設ではあるんですが、私どもの法人が移ってきたのはまだ１０年前と、移管を受けた関係で、三

田、この生田の地域でも１０年しかお付き合いというか、事業を展開させていただけていない状況で、かつ

私どもの法人、実は川崎市の法人ではなく広島から来た法人なので、そうすると地域の方との関わりという

のが全然できていないという現状がありました。 

 その中で、どうしても寺澤さんがお住まいのマンションと消防のほうでの協力はさせていただいていて、

避難訓練を年１回一緒にはさせていただいていたんですけれども、それだけあってそれ以上の地域というか、

小学校さんだったり中学校さんだったり、それこそ今回、寺澤さんに声をかけていただいて、中学校での防

災があったときに、地域の方々と顔を合わせることというのはほぼゼロに近い状況で、地域の方にも私たち

認知されていないような残念なところではあったんですけれども、そうなってくると、今回本当にお声がけ
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をいただけたことで、私たちも自分たちの施設だけを守るのではなく、やはり何か災害があったときに地域

で、御高齢者さんなり障害をお持ちの方が避難所に逃げられた後に、そこでやっぱり、受け入れが難しい人

たちというのは、受けないといけない受け皿ではあるというふうには認識はしていたんですけれども、それ

が、より今回参加させていただくことで具体的に考えることができるようになりましたし、じゃあその中で、

実際私たちも受け入れのキャパというものは存在するので、どういった方々たちを一時避難所からお受けす

るべきかということを考える機会にもなったという部分と、実際受け入れるにしてもお互い顔が見えるか見

えないかで頼みやすいとか頼みにくいとか、そういったところも少し見えたのかなあというふうには、今回

感じさせていただいています。 

市長：ありがとうございます。 

 生田中学校地域で、山吉さん、このメンバーでやっていただいたんですね、ちょっと後でお話聞かせてい

ただきます。 

 そういう意味では、「閉ざされた保育所」という、なかなかセンセーショナルなキーワードできたんです

けれども、己斐さんのところもある意味、閉ざされた高齢者施設だったというところが、お声がけによって、

気づきがあって、自分たちの役割という地域の中の施設というふうなものに気づきがあったということ、こ

れは、すばらしい例だと思うんですが、さあそこで、近藤さんのところで「閉ざされた保育所」というのは

どういう意味なのか、もうちょっと説明していただけますか。 

近藤：センセーショナルなタイトルをつけてしまいましたけど、私たちは、「至誠館なしのはな保育園」と

いう保育園を今運営しています。７０名定員の保育園です。０歳児から２歳児までが約３０名、そして３歳

児から５歳児までの幼児を４０名。それに対して正規の職員１８人、パートも入れるともっといるんですけ

れども、これがシフト制で勤務をしているという状況です。 

 災害がやはり起きたときに、この７０名の子供を、１２、３人で対応する、守る必要があり、子供の安全

確保だけで我々も手いっぱいな状況になっている。そういったところで、やはり子供の安全を守るために、

是非地域の皆様の力、そして知恵をお借りしたいというふうに思っています。 

 今回のこのストーリーテリングを見させていただいて、本当に様々な取り組みを地域でやっている、そう

したことも私、本当に恥ずかしながら勉強不足で理解ができていなかったものですから、こういったところ

にやはり参加をして、そして自園の保育のマニュアルであるとか、防災のマニュアルであるとか、また、ち

ゃんと動けるような行動をできるようなものをもっと充実させてつくっていきたいというふうに考えており

ます。 

市長：ありがとうございます。 

 確かに、７０名近くいる子供さんたち、それも小さい子供さんたちの命を守っていくのに、日常だったら

それで回るかもしれないけども、いざとなったときにはなかなか厳しいと。だけども、必ずしも、一時的に

は保育士さんたちが守るんだけども、地域の力というふうなのがあればもっと救えるというか、助かるとい

うものがあるということを気づかれたというところで、本当に先ほどの己斐さんともすごく似たような、で

すから、いかに地域に自ら開いていくか、つながっていくかということが、自分たちを守ることなんだとい

うことの気づきが、今出てきたんじゃないかなというふうに思います。 

 そこで、矢崎さん、事業者として、セブンイレブンさんも本当に地域の中にものすごくたくさんあるので、

そういった意味では、私たちの町にとってもコンビニエンスストアというのは非常に大きなインフラである

と思うんですが、日常的にも、いざというときもそうですし、日常的にも皆さん、かなり、お客さんという

のは顔の見えている人たちというのは多い中で、日常のコミュニケーションの大切さということを書いてい
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ただいていました。少しコメントいただけますか。 

矢崎さん：この車座に参加する前に、市民検討会議、７区で行われたんですけど、全部参加させていただい

て、市民の方々の最初の不安って何だろうというと、課題は今の地域のコミュニティーだということを多く

教えていただきました。 

 その中で、今多摩区の中では、弊社は３７店舗運営させてもらっているんですけど、これは一店一店独立

した事業主様が、そこに、地域に根差して商売をさせてもらっています。日常からやっぱり地域の便利さの

拠点として皆様に使っていただいているんですけど、昨今、いろんな自然災害が起きている中で、じゃあ、

その地域の加盟店オーナー様は何をされているかというと、店を開け続けることということをしてもらって

います。実は、加盟店オーナー様も全員被災者です。被災者である中ですけど、地域のお客様、日頃の感謝

の表れというところでやってもらっています。 

 じゃあ、そのためには何が必要かなというと、やっぱり日頃のコミュニケーションが大事で、日頃から顔

の見える商売をさせてもらっていることで、この近所の誰かがいない、あの人が来ていないとかそういうと

ころも実は加盟店オーナー様のほうがはるかに気付いている。じゃあそのお店をどのように運営し続けるた

めに本部として、商品の提供であるとかシステムであるかというのを日々考えています。 

 今日も皆様のストーリーテリングを見ている中で、やっぱり地域とのコミュニケーションの軸となる部分

になっていかなければ、皆様との共同であるとか市民の皆様にどのように、本当に有事のときが一番大事だ

と思いますので、そのためには日頃のコミュニケーションというのをもう一度考えさせられる場だったかな

と思っております。 

市長：ありがとうございます。 

 確かに、コンビニエンスストアだとナショナルチェーンなので、地域というふうな感覚、どうなのかと思

っていましたけど、それぞれの店舗は、オーナーさんは大体地域の人ですものね。そう考えると、非常に地

元密着という色はすごい強いんだなというのを改めて認識させていただきました。 

 今日は、隣の狛江市さんから消防団団長さんに来ていただいて、井田さんも、両方消防団に並んで座って

いただいておりますけども、お二人とも同じようなキーワードで「人とのつながり」と書いていただいてい

るのと、井田さん、「連携」と書いていただいているので、まさに隣同士うまく連携していこうということ

なんだと思いますが、ちょっとこのストーリーテリング見ていただいて、このキーワード、ちょっと一人一

言ずつコメントをいただけますか。お互いの連携も含めて。 

冨永さん：狛江市消防団団長の冨永です。よろしくお願いします。 

 通常時はもちろん人とのつながりというのは、当たり前のようにもちろん大事だと思うんですが、非常時

においては、なおさら、通常時の人のつながりを生かして避難所に避難したりですとか、その行動が大事に

なってくるかと思っております。 

 私、今、消防団２３年目に入っておりますが、今まで消防団員として放水訓練ですとか、関わってきまし

たが、昨年からこの立場になりまして、いろいろ機会をいただいて、こういう各小学校とかの避難所運営協

議会とかの訓練のところも見させていただきましたけれども、地元の防災会もそうですし、学校の避難所運

営もそうなんですけれども、私の持ったイメージとしましては、５５歳から６０歳以上の方々の参加はとて

も参加率は高いと思って、そこの人のつながりはいいと思うんですけれども、我々、狛江市消防団、今大体

平均年齢が３８、９ぐらいなんですけれども、大体３５歳から５０歳ぐらいまでのところの人のつながりと

いうのが、こういう防災訓練ですとか、そういうところで、あまりちょっと、今の現状では、狛江市、ちょ

っと弱いのかなと感じているところでございました。 
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 それが、今も狛江市、先週から各地域でおみこしのお祭りとかやっているんですけれども、例えば自分だ

ったら今は消防団の立場で、また違うところではそのお祭りの立場でとか、まず人がつながっていただいて、

その先、防災訓練ですとかそういったところに、その辺の３５歳から５０歳ぐらいの方々が徐々に参加して

いただいて人と人がつながっていただければ、万が一のときにはお互い助け合えるのかなと思って、このテ

ーマにさせていただきました。 

市長：ちなみに、冨永さんはお幾つのときから消防団に入られていますか。 

冨永さん：２３です。 

市長：すごいですね。やっぱり若いときから参加というのは、とても大事ですよね。 

冨永さん：そうですね、はい。 

市長：井田さん、すみません。引き続いて。 

井田さん：私は多摩消防団やらせていただいている井田です。よろしくお願いします。 

 私は、地域の連携というのは、私がいつも思うのは、皆さんが、知っている人同士がお互いに話をできる

ということは、いろんな団体と行動を共にしたらいいんじゃないかなと思って、災害にはと、私は思ってい

ます。 

 あと、それから、私たちは立場上消防署に勤務するようになっちゃうみたいな話なんですけど、もしでき

れば、治まるまではちょっと行かれないんで、それからという形で、私は市長にお願いしたいんですけど。

私は臨時職員なものだから、よろしくお願いいたします。終わります。 

市長：はい、ありがとうございました。 

 実は、冨永さんからすごく良い振りだったなと思ったのが、濃沼会長の若い世帯の方々のコミュニティの

形成というところで、若者がどう関わっていくかということなんでしょうか、ちょっと濃沼会長からコメン

トいただけますか。 

濃沼さん：今はメディアとかそういうところで、いろいろ自然災害の状況を、若い世帯もテレビとかあるい

は新聞を通していろいろ把握していると思うんですけれども、実際にこういう防災訓練とかそういう場を設

定しても、なかなか若い人がそれに参加していただけないんですというのが一つあって、それで、若い世帯

の皆さんがお互いに協調し合っているのかなと、お互いに何かあったときに助け合える状況になっているの

かなというのが心配で、つい先日、菅の地域、学校関係との懇談会というのがありまして、その席でもちょ

っとお願いをしたんですけれども、ＰＴＡの皆さんとかそういった方を通して、できるだけ防災の意識をお

互いに持っていただいて、何かあったときにＰＴＡの皆さん同士でもいいし、協力し合って、こういうふう

にしようよというようなことをぜひ考えてほしいなということで、ちょっと申し上げて御依頼をしたんです

けれども、どの程度浸透したかどうかはちょっと分からないんですけど、そういうことで、大体この多摩区

の地域でも少しずつお年寄りがふえているという中で、お年寄りだけではなかなか、昔は若かったのでそれ

ぞれ助け合うことができたと思うんですけど、お年寄りがお年寄りを助けるというのはなかなか難しいので、

若い世帯がお年寄りを助けるという仕組みがうまくできるといいなというふうに思って、書かせていただき

ました。 
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市長：ありがとうございます。 

 じゃあ、霜田さん、いってみましょうか。そろそろ若い世代の話ができたから、そろそろ私かというふう

に思っておられると思いますが、専修大学でボランティアをされているというふうに聞きましたけど、ちょ

っと、その団体の紹介も含めて、いいですか。 

霜田さん：専修大学生田ボランティア、通称ＳＩＶという、防犯・防災をメーンに活動をしている団体の代

表をしております霜田と申します。 

 私が今回書かせていただいたのが、「自助・共助の大切さ」という部分なんですが、これをなんで書いた

かといいますと、災害が起きてから救援物資とか救助が来るまでにおよそ最低でも３日かかると言われてい

ると思うんですけど、今、先ほど市長さんからもお話があったように、北海道から九州のほうまで、日本各

地で災害が起きていて、日本中が切羽詰まった状態で、今、もしこの関東圏で大災害が起きたときに、通常

よりも絶対に救助とか救援物資が届くまでには時間がかかると思うんですけど、その間にやっぱり何が一番

大切になってくるかというと、そういう地域のつながりとか自分たちで何ができるかという、自助・共助の

大切さの部分が一番重要になってくると思うんですけど、それに対してやっぱり防災に対しての意識が高い

人はやっぱりまだあまり多くはないと思うんですね。 

 それに関しまして、私のＳＩＶの団体では、まず部員には災害救援ボランティア講座という防災に関する

講座がありまして、まずそれを受けることを促しております。それを受講していただいて、まず防災に関す

る知識とか意識を高めてもらって、あとは上級救命講習という応急手当に関する講座とかも受けてもらって、

目の前にけがした人がいたらどういうふうに応急手当をしなければいけないのかという部分、学んでもらっ

たりして、まずそういうところから防災意識を高めるように工夫しております。 

 あと毎年、今年も行ったんですが、８月に３．１１でかなり大きな被害を受けた石巻市のほうに夏合宿に

行かせていただいて、そこで大川小学校などのそういう震災遺構などを見たりして、あとは現地の小学生た

ちと一緒に運動会みたいなことをしたりして、「専大まつり」という名前で開催しているんですけど、そこ

で今年も防災系のゲームなどをやらせていただいて、現地を直接見て知ることでもっと部員たちの防災意識

の向上に努めているって感じです。 

市長：ありがとうございます。 

 これ、区長から発表してもらったほうがいいと思うんですけれども、区のアンケートなんかをとっても、

意識は高いんですね。さっきの伊藤さんの話じゃないですけれど、実際に備えている人たちというのはそん

なに多くないという、そんなようなアンケート結果だったですよね。ちょっといいですか、補足してもらっ

て。 

区長：多摩区は、本当に地形からすると大雨のときに浸水する被害を受けるような地域と、それから大雨の

ときに土砂災害、いわゆる丘陵地で、多摩丘陵の端のほうで土砂災害を受ける、そういった地域の二通りの

災害に備えなきゃいけない。また、地震のときはもちろん、区域全域が被災する可能性が高いと思いますけ

れども、そういった中で、やはり地域の方々への区民アンケートでは、２年に一遍、区民意識調査というの

をやっております。そういう中でやっぱり区民の方々の一番関心の高いのは、防災に関する取り組み、特に

行政側でやってほしい取組として、防災に関する取組というのが一番関心が高かった、そういった状況です。 

 そういった中で、やっぱり災害が他の地域で起こると、そこのことを教訓としつついろいろ対策を立て、

考え、また備えをしていただくということには関心が高まるんですけども、なかなかやはり、喉元過ぎると

熱さを忘れてしまうのではないですけれども、だんだん関心が薄れてしまったりという、そういう状況がや
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っぱり見受けられます。そういった中で、やはり各地区ごとの防災訓練などを通じて、そういった意識を常

に皆さんに自分事として捉えていただいて、それを常に備える、または考えていただくということがやっぱ

り必要だというふうに我々も思っていますし、そういった取組をこれからもやっていきたいなというふうに

思っております。 

市長：多摩区だけではないんですけれども、多摩区は比較的大学が多いので学生さんたちが多く住まわれて

いると。おまけに多摩区も単身世帯って非常に多いですね。若い学生さんたちの単身も多いと。実は単身世

帯の人たち、特に若い人たちは、備蓄しているという率、極端に少ないですね。これは、この前の川崎のｔ

ｖｋでちょっとアンケートしてみたんですけど、やっぱり若い人たちは、何となくコンビニ行けば何かある

んじゃないかと思っているという、そういう生活しちゃっているので。だけど、それで果たして大丈夫かな

と。何となく若い学生さんたちが、自分の備蓄も大事なんだけど、今住んでいるところの地域にどう日常的

に関わってもらうかという、この意識はどうやったらいいんだろうというのは、実は僕たちもすごく手をこ

まねいているんです。 

 もう一回コメントもらいたいんですけども、部活は、活動している団体、ＳＩＶですね、ＳＩＶの人たち

は意識の高い人たちですね、防災意識の高い人たち。いわゆる一般の学生さんたちに、どう、何ていうんで

すかね、地域の中に入ってもらうかというためにはどうしたらいいですかね。同じ世代の代表として、少し

コメントもらえるとありがたいんですけれど。 

霜田さん：やはり、私の友達とか私に近い年齢の子たちに防災の話をしたときに、防災についてどう考えて

いるとかって聞くことがたまにあるんですけど、やっぱり、防災って何みたいな、結構そういう、そうです

ね、関心が低い人たちがやっぱり多いという現状がありまして、次のテーマにちょっと書いちゃったんです

けど、やっぱり若い年齢層に広げていかなきゃいけないというのが今一番課題だなと思っていて、最近はＳ

ＩＶの活動としては、主に小学生以下の子供たちになっちゃうんですけど、その小学生の子たちをメインに

どういうふうに防災を広げていけばいいのかというので、この前の区の総合防災訓練のときも新聞スリッパ

のつくり方などをやらせていただいたりして、そういう、ちょっと遊びとか、そういう工作系のこととかを

交えながら、小学生とかそういう若い人たち向けには、そういうところから興味を持ってもらっていくのが

一番いいのかなというふうに、私は思っています。 

市長：例えば、いざというときに、例えば霜田さんが己斐さんの施設の隣に住んでいたということがあって

ですよ、日頃から、いざとなったときに霜田さん頼むわねと、ちょっとおじいちゃんおばあちゃんのところ

で見ていてくれるだけでいいからというふうな話のときにつながっていれば、あるいは近藤さんのところの

子供の施設で、そこでケアしてくれとまでは言わないけども、こうやって見守ってどこかに行っちゃわない

ように見ておいてくれるというふうなことがあれば、一被災者というよりも助ける側に若者の力ってなるじ

ゃないですか。そういうふうなのに、どうやって持っていったらいいのかなというのは、次のテーマにも関

わってくる話だと思うんですけれども、これも会長、非常に難しいテーマですけど、どうですかね。やっぱ

り防災訓練をやっても若者のところは参加率が少し少ないですよね。このことについて何かコメント、伊藤

さんＰＴＡですよね。ちょっと難しいテーマになっちゃいますけれど。 

伊藤さん：そうですね、ＰＴＡの活動を通してなんですけれども、今ずっと意見が出てきたことが、一ＰＴ

Ａの中でも起こっていまして、皆さん防災に関してもそうですし、子育てとか地域の防犯とか、そういった

ことの興味というのはすごいあるんですけど、じゃあ皆さんＰＴＡの役員とか、例えば委員会活動をちょっ

と一歩を踏み出してやってくれませんかというと、それはできませんという、なかなかさっきもそうなんで
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すけど、興味はあるけどイコールにはならないといったところがありまして、ちょっと答えになっていない

んですけれども、ただ、実際に学校で防災訓練とかをやっている子供たちはどうかっていいますと、かなり

関心はすごく持つんですね。 

 消防団の方々が、ちょっと話前後して申し訳ないんですけど、多摩区は特にまだ消防団の方々がすごく地

域に密着して小学校の教育とかにも関わってくださっているんですね。すごく、そういう意味では非常に恵

まれた地域ではあると思うんです。そういった消防団の方のお手伝いもあって、子供たちは関心も持ってい

ますし、ただ、そこをどうやってじゃあ学校以外のところにまで持ってくるか、お父さんお母さんたちも引

っ張って持ってくるかというのは、すみません、答えにはなっていないんですが、どうにかできないかとい

う、例えば私たちの父親の集まり、有志のいろんな小学校さんでもあると思うんですけど、おやじの会とい

う、土日だけだけどお父さんのボランティアで何か一肌脱いであげようという団体が幾つかあるんですね、

多摩区にも。そういった中には、お父さんたちが学校で、じゃあ実際に何かあったときの避難所になったと

きのためにお泊り会を実施してみようとか、やってみたいという声も一部にはあるので、そういったことを

ＰＴＡのほうでちょっと手助けして、実現できればなと、まだ全然構想ではあるんですが、考えてはおりま

す。 

市長：ありがとうございます。 

 濃沼さん、どうぞ。 

濃沼さん：一つ提案なんですけれども、防災の日というのは一応設定はされているんですけれども、やっぱ

り学校だとかですね、あるいは会社だとかそういうのがお休みにならないですよね。例えば、防災の日とい

うのを一日決めて、その日は学校も会社もお休みになる、そのかわり防災に参加して皆さん協力しましょう

というようなことを、これはまあ川崎市だけではちょっと難しい話かもしれませんが、国レベルでやってい

ただくと、もう少し防災に対する意識が強まるんじゃないかというふうに思いますけれども。 

市長：ありがとうございます。すばらしい提案だと思います。国、全体でというふうなのは、なかなか厳し

い部分がありますけれども、地域ごとにこれってやっていくというのは、いい提案だと思います。ちょっと

これも検討させていただきたいなと思います。 

 千葉さんの先ほどのストーリーテリング、ものすごくよくて熱い思いが伝わってきました。企業を退職さ

れてから、ますます地域貢献に力が入っているというふうな話でありましたけれども、キーワードとしては

地域ネットワークというふうなのを書かれておりますけれど、ちょっとそのあたり、コメントしていただけ

ますか。 

千葉さん：私のところの一番の強みというのは、伊藤さん。ＰＴＡさんと一緒にできるというのが強みにな

ってきています。ましてや、基本的には歴代のＰＴＡさんの会長さんをやられた方は、それを離れないよう

にしておいて、ずっと続けて、伊藤さんはどうなるか分からないですけど、歴代の方は絶対に離さないよう

な形にしているので、若い人が当然ＰＴＡの会長さんをやっているので、顔も広くなる。だから、絶対そこ

は、必ず何かをするときには若い人が手伝いに来てくれるというようなイメージ。それと、当然私も当然知

り合いになれるし、ちょっと話が前後するかもしれないんですけど、さっき生田さんのほうからのお話で、

地域にとにかくやっぱりいっぱい広がるというか、知り合いをつくってみたいな感じの話があったんですけ

ど、ネットワークという形があって、それで、たまたまなんですけど、行政区のやつで、中野島につながり

愛プロジェクトというのが入ってきて、それでとにかくまち全ての人と親しくなろうというので、挨拶運動

をやったり、いろんな全ての団体さんが来て、会合やって活動しているというのもたまたまあったわけです。



11 

だから、そうこうしているうちに中野島町会の自主防災組織さんと、それと社協さんのほうからなんかも、

私はどっちかと言うと中野島小学校という縄張りの中で生きてて、ただそれはいけないなと思ったけど、当

然中野島小学校、中野島中学校、下布田小学校って、３校あるんですけど、そうすると、持ち場が違うじゃ

ないですか。これまではどっちかというと自分のところで一生懸命やれればというイメージだったんだけど、

やっぱりちょっと広げてというのは中野島町会の自主防災の関係の社協さんからの提案なんかもあったりし

て、そうすると全員を、とにかくまとまってやらなきゃだめだよねというふうに話し合って今、思いっきり

進めているところです。 

市長：そういう意味では、防災訓練のときにいろんなものがつながってくるという感じってありましたです

か。 

千葉さん：基本的にはまずはＰＴＡさん。それと、あとは近隣の幼稚園さんなんかもみんな、当然学校さん

自体がすごい積極的にやってくれるんですよ。それで、学校さんが先生方がすごい協力的で、当然そうする

とＰＴＡさんも、自分たちはどっちかというと、２万３，０００ぐらいの人口が対象だとしても、要は５０

０人とかぐらいしか体育館に入れることができないという状況があるので、極力その人たちに、全部の人た

ちの組織をつくってでも、なるべく避難所に来るんじゃなくて、自分たちのところで３，４日は過ごせる形

にしなさいよみたいなのを、今いっぱい広報しているところで、私たちの組織だけは、とにかく全てを通じ

てということを、連携だけは進めようとしている最中です。 

市長：ありがとうございます。 

 では、この前の９月２日の防災訓練の日は雨だったにもかかわらず、先ほどのフィルムにもありましたと

おり、８百数十名の参加者があったということで、非常に驚くべきことだなと思ったんですけれど、ちなみ

に「雨に注意」というふうなことをキーワードに書いていただいておりますけれども、それに関連してなん

でしょうか。 

田口さん：それはそうなんですけども、先ほど区長さんが言われたように、急斜面地があって、昔この辺は

関東大震災では一人の死者もいなかったんですよね。そのかわりに、戦後に雨で三沢川が氾濫して水が出て

いるんですよ。それなのに、雨が降っている中防災訓練をやると言ったら８００何人の人たちが集まってき

ていただいたというのはすごいことだと思うんですよ。 

 それで、雨についてやっぱり、ここは地震に結構強いですよね。１メートル掘ると砂利層ですから、基礎

がしっかりしていると思うので、この間の３．１１の時もそんなに、揺れることは揺れたんですけど、建物

が傾斜したり何かなかったんですよね。そのかわり、山のほうに行くと青砥という粘土質があるんですけど、

その上に関東ローム層ですとか、火山灰みたいなのが積もっていて、その上に建った家がやっぱりちょっと

液状化近くまで行ったんじゃないかなというぐらいで、やっぱり水に強いようにこれから改修しましたので、

川も多分大丈夫だと思うんですけれども、もし土砂崩れのあったときには、大変な災害が起きるかなと思っ

て、ハザードマップは多摩川がパンクしたということなんですけど、小さな三沢川も土砂崩れでパンクした

らやっぱり、水が結構来ると思うんですよね。 

 私、町会のほうも関わっているんですけど、町会の人たちが毛布を１階に置いてあるんですけど、今度２

階のほうへ上げておきましょうかというような意見もありますので、やっぱり水にはちょっと注意していな

きゃいけないかなと思います。 

市長：ありがとうございます。 
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 本当に、今回の西日本豪雨の雨量なんかを見ても、一昨年の広島の線状降水帯のあの雨量なんか見ても、

あれがずっと川崎の上で留まっていたらどうなっていただろうと、考えただけでも本当に恐ろしい状況です

し、何となくあのフィルムにも出ていましたけど、５０年間なかったって言っても、５０年前はあった話な

ので、そのことをやはり新住民がこれだけやっぱり増えてくると、その多摩川の危なさというか、そういう

のが随分忘れられているというふうな気がするので、改めて今回の豪雨を受けて、ハザードマップだとかと

いうふうなのがものすごい勢いで１５万アクセスに届いて、川崎市のハザードマップで一時期だけでもそれ

だけありましたので、随分関心が高まっていただいているなという思いはするんですが、やはりそれぞれの

地域、自分がどこに住んでいるのかということを、一人ひとりがまず関心を持って見ていただくということ

を、行動につなげられるような、そういう呼びかけも地域地域でやっていただきたいなと思います。 

 最後、一巡するにあたり、山吉さんにちょっとコメントいただきたいんですが、活動を引っ張る有能なリ

ーダーが大切だということでありますけれども、お願いします。 

山吉さん：例えば、さっきのお話がありました、小さな子供の話ですが、我々が思い込みで何かやろうと思

っても失敗するというもので、２年前に、私どもの自治会は非常に小さい自治会で、２００世帯ぐらい。そ

の中の４０世帯ぐらいが１２歳以下の子供がいるというので、その４０世帯に対してアンケートを行った。

日頃から子供たちと自治会との関係をつないで何かやってあげなくちゃいけませんねという、そういう設問

だったのが、平常時にはいらないと。いわゆるプライバシーにかかわる問題は私たちがやりますと。だけど

も、最後に書いてある言葉は、いざというときには私たちは勤めに出ていたり何かしますので、子供だけを

何とか救ってください。こういうアンケートなんですね。 

 私たちは、そういうことはじゃあどうしようかということで、いざというときは、一時避難所、私たちは

公園に集まるわけです。一時避難所に子供が来る。その子供はまず、一時避難所を立ち上げる前に優先的に

保護する。こういうふうにした。そういうのをマニュアル化して、私たちの防災マニュアルにはそれが入っ

ています。 

 そういうふうにして、じゃあそういうふうに皆さん方の住民のニーズに応じて、我々はどうアクションと

るか、これが一番大切だと思うんですね。私たちの思い込みで何かやらない。必ず聞いてやるということを、

我々の自治会はやっています。 

 私たちは、やはりいざというときに一時避難所をつくりますけども、これは精々２、３日の話で、やはり

何と言っても、指定避難所、今私たちは生田中学校が避難所なんですけど、そこをいかに早く立ち上げられ

るか、これが決め手だと思うんですね。それで、避難を要する人たちをいかに早くここに連れて行くか。そ

のためには、避難所をいかに早く立ち上げるかというのが我々の自治会の課題であるというんで、我々の自

主防災会の班のですね、避難誘導班には括弧して、避難所支援班という括弧をして、そこはそういう形でも

って避難所を早く立ち上げるということでもう提案したんです。というのを決めています。 

 しかし、いずれにしてもそういうふうなことをやっていくために、レベルアップするためには、まず皆さ

んの住民の意識を上げなくちゃいかんと。いろいろとアンケート調査をやりました。我々は阪神淡路以降、

もう二十数年経っているんですけれども、年２回防災訓練をやっていますが、まだ参加率は７０％です。そ

れをいかにやっていくか。それはやっぱりリーダーの、誰をリーダーにするかというのが大事なんですね。 

市長：２００世帯、非常にこじんまりした町会の中ならではの、参加率７０％ってすごいことだと思います

けれども、いわゆる自分たちの一時避難所というふうなのを、地域の実情に合ったものを、自分なりのやつ

をやる、自分の地域なりの実情に合わせたものをやられている、すばらしい取組だなというふうに思わせて

いただきました。本当にありがとうございました。 

 さあ、じゃあちょっと大分時間も押してきましたんですが、２枚目のフリップを出していただいて、話を
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続けさせていただきたいと思います。 

 ちょっと大分、それぞれの立場で何ができるのかということも先ほどの設問から、入ってきているような

気がいたしますけれども、ちょっと見させていただいて。 

 それでは、ちょっと田口さんの「炊き出し」というキーワード、これについて。 

田口さん：私は商店街の会長をやっているんですけれども、調理師とかの免許を持っている人というのはた

くさんいるんですね。そのために、ガスボンベがあると思うんですけど、多分家庭内のガス管とか何かが破

損していたり何かすると使えないので、そのボンベをちょっとお借りして炊き出しをやるというのですけれ

ども、その中でボンベというのは、皆さん知っているか知らないかわからないですけど、あれは逆ねじなん

ですよ。普通のねじと違って、反対側にひねらないと開かないということなので、そういうのを覚えておけ

ば、ホースさえあればいろんなガス器具もありますから、そこで使えると。調理師の人たちは調味料とか何

かたくさん持っていると思うんですね。だから、毎回、毎回同じような炊き出しじゃなくて、味が違った温

かいものも提供できるかなと思って、炊き出しと書いたんですけど。 

市長：なるほど。ありがとうございます。 

 確かに、いざといったときのＬＰガスというのがとても活躍することになると思います。ありがとうござ

います。商店街ならではのコメントだったと思います。 

 寺澤さんの結いですか、「結ぶ信頼関係」。 

寺澤さん：私ができることは、私は本当にただの主婦なんですけれども、避難所に関わって大枠は何とかか

意識のある人が増えてきております。でも、実際一番大切なのは身近な人たちでそれぞれが助け合えばそこ

はまとまっていくと思うんですね。それには、自分が発する言葉を信じていただけるためには、日頃の防災

だけではなく日常生活の信頼関係がすごく大切で、私は人と出会ったら会話を大切にしたり、相手の方が何

を望んでいるか、傾聴の部分になるんですけれども、それをしてとにかく寄り添うようにお付き合いをして

います。それで、まちの方たちともそんなお付き合いで、皆さん優しい方で、ボランティアの方たちもたく

さんいらっしゃいます、コミュニティカフェもあります。そちらのほうの方たちと今うまくつながっている

ような気もします。 

 あとは、そこに意識の高くない身の周りの方たちをどうやって意識を高めて、避難所のことを分かっても

らい、そこから自分たちは何を準備すればいいのか、そして個人的に何を準備すればいいのか、それを伝え

るために、今４６世帯というマンションなんですけれども、やはり意識の高い人が上に立たないと、なかな

か伝える場所ができないということで、今回はたまたま理事が回ってきて、自分から理事長を引き受けまし

て、そこで高齢の方たちから若い方たちの意見を今聞きながら、それもただ防災のために聞くのではなくて、

日常生活のために聞いて、そこからコミュニケーションをとって自分が発する言葉を快く受け入れていただ

ける、そこから相手からも声かけをしていただけるような、そういう信頼関係があれば、いざというときに

は自分がこうしようというときに、皆さんもやはり一緒にやりましょうという声が聞けるような気がします。 

 そういう信頼関係づくりが、今、大切だなと。私は９４歳から両親を介護していますし、０歳から孫たち

も見ていますので、地域の方の高齢化のこともすごく気になるんですね。高齢のことを知っているだけに、

こういうところはこういうふうに工夫したほうがいいんじゃないという、思ったことを全て周りの方に発信

して、安心していだけるように行動するように、主婦なのでそのぐらいしかできませんけれども、小さなと

ころから膨らんでこれたら、すごくまとまって、皆さん避難所にも連れていけて、また自分たちで、高齢の

方は上の階から、住めない場合はじゃあどうしていこうか、小学校の子が共働きで親が帰れない場合は、マ

ンションを出てどうしようか、そういうところをつながりを持って考えています。 
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市長：ありがとうございます。 

 日頃からの信頼関係、防災のいざというときだけじゃなくて、とにかくいつもつながっておくということ

が、いざというときのためにもなるということですよね。同じようなキーワードなのかもしれませんね、伊

藤さんの地域住民の方々との協力という。 

伊藤さん：協力と書いてしまったんですが、協力していただくというほうが正しいのかもしれないんですけ

れども、小学校ではいろいろ年間の行事、特に来月なんかですと、ここの地域の多くの学校はバザーとかや

るんですけど、そういったときにも町会の皆さんや消防団、もしくは消防団のＯＢの方々というのが、地域

の中でやはり、さっきリーダーという話もありましたけど、かなり中心となって小学校に協力していただい

ています。 

 その中で、そういった方たちとの日頃からのコミュニケーションとか、気持ちよくお手伝いしていただけ

るために私は保護者の代表として、そういった方と顔なり信頼関係を築いていく、ふだんから築いていくと

いうことが、私としてはできることかなと。 

 あとは、ちょっとこの場で僭越ですが、この行政、それから学校、教育委員会にも、避難所としての機能、

それから子供たちの安全・安心を守るための意見具申はしていきたいなと思っています。 

 今年の夏、かなり猛暑、今年に限らずここ数年猛暑が続いていると思いますが、川崎市の学校、普通教室

はかなり他都市とも比べて冷房の設置率は高いというのを知りました。ただ、体育館、いざ今日、避難所と

実際避難所となる体育館にはまだ冷暖房とは言いません、冷房が付いていないと思うんですね。そういった

ことも、それからぜひ設置の方向をお願いしたいということと、それから付けただけじゃなくて維持費です

ね、維持管理していくところまでやっていただけると非常に助かります。 

 すみません、ちょっと。 

市長：ありがとうございます。 

 じゃあ、千葉さん引き続いてよろしいですか。 

千葉さん：さっき言ったことと前後するような形になっちゃうんですけど、やっぱり、何かのときに、自分

たちの住んでいるところのことはネットワークを完結することにして、全ての人がとにかく、さっきも言い

ましたけど、つながってグループとか、それもたまたま市民の方が来ているだけなので、自分たちのまちだ

けでも、まず最初に思いっきり全ての、いろんなものが今あるじゃないですか、団体さんが。それ自体が、

個々に団体さんが活動しているような形になっているんですよね。それを、簡単に言うと、一つにまとまっ

た形でやっていけないのかなというところです。ましてや、中野島の場合は、また地域自体が、わかりやす

い地域なので、まとまらないでどうするのかという形なので町会と自主防災さんとか社協さんのほうで、ど

んどんまずは顔見知りをつくっていってからでないと何も始まらないなと思っています。 

 私でさえ今かなり知り合いが増えましたので、だからそう考えると、挨拶してくれる大人から子供までい

っぱいしてくれるようになったので、少しは長年のあれじゃないですけど、長年やれば絶対に何でもできる

なというふうに思います。 

市長：近藤さんと己斐さんから、近藤さんからちょっとコメントいただけますか。 

近藤さん：閉ざされた保育所ということでお話ししたんですけど、決してそれだけではない、開かれた保育

所として何をしているかというところでは、ふだんの園庭の解放であるとか、それ以外にもやはり地域の保
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育園に通われていない方やママ、パパに対して地域の子育て支援センター、またこども食堂や育児相談コー

ナーなども実施しています。こうやって、やはり保育園での取組でパパママをつなげる取組をすることで、

コミュニティーが形成できるのではないか。そのコニュニティーを形成した中で、何か災害が起こった際に

できることとすれば、避難所として我々の施設ですね。住まいがたくさんありますので、そういった場所で

の避難ができるような形を取り組んでいきたいと思いますが、やはり、とは言っても子供たち、たくさんお

ります、７０名以外、姉妹園のほうでは、我々多摩川の近くに保育所がありますので、隣が２階建ての建物

で、１２０名の子供を預かっているところなんですね。そうなると、あとは乳児院という施設も合築してお

りますので、その子供たちを守る、それだけでなかなか手いっぱいだろうと。この姉妹園とかを改築とか、

または新設をする際に、是非避難所としての機能をもっと広げていきたい。そして、そこがふだんコニュニ

ティーの場所として活用できるような何か、カフェでもいいんですけれども、ターゲットがママパパだけじ

ゃなくて、地域の高齢の方々や、本当につながるような環境をつくれればということを願っております。た

だ、それにはお金が必要になってくることかと思いますので、そういったところを是非是非、川崎市のほう

でも御検討いただきたいと、そういうふうに思っております。お願いします。 

市長：ありがとうございます。 

 すみません、己斐さんよろしいですか。 

己斐さん：私どもの施設は、３６５日２４時間御高齢の方が生活されていますので、何か災害が起きたとき

に、じゃあ会社を休みますというわけにもいかない状況で、このたびは関東でも雨がひどくて電車が停まり

ましたとかあったんですが、その中でやはり、うちの勤めている職員さんたちも家庭があって、この前の話

でも何件か出ていたと思うんですけど、被災者になる可能性は十分ある中で、御高齢様を、地域の方を引き

受ける場を提供しないといけないなとは思いつつも、まずは限られた職員になってくる中で、うちで生活さ

れている方の生活をいかに守るかという部分を、恐らく第一優先にしないといけない部分も出てくると思う

んですが、その中でも私たちが提供できる、いらっしゃった方が安楽に不安もなく生活できる場というもの

と、場合によってはうちに場を提供するのではなく、うちにある、いわゆる簡単に皆さんよく耳にするので

あれば車イスであったりとか、ベッドの部分であったりとかを避難所のほうに、うちで余っているものを提

供することで、うちに来る一歩手前の状態の方々が少しでも楽に生活できるようなものの提供であったりと

かというのはできるのかなと。 

 そのためには、日頃から情報をしっかり共有できるような関係性があったりとか、うちの施設がどういう

ものなのかというのを地域の方にも知っておいていただければ、あそこには何があるよねとか、何をお願い

できるよねという部分とかも、お互いに日頃から情報共有できるのかなとは思ったりはしています。 

市長：ありがとうございます。 

 大分時間が、私の回しがものすごく悪くて、全員が２巡目をしゃべる時間が大分なくなってきたんですが、

やっぱりどうしても言っておきたいという方いらっしゃいますか。 

 濃沼さんにちょっと、最後は締めていただきたいと思うんですが。 

 どうぞ。 

山吉さん：私たちは、一応自助努力が最大の重点だと思うんですね。だから、自助努力しないと共助ができ

ないし、公助に対するサポートもできないというふうに理解をしています。 

 自助努力に関しまして、いろいろと防災に対する考え方とか、パンフレットですね。それから川崎市の「備

える。かわさき」とか、それから男女共同参画センターの女性の立場であるとか、防災部とかも全部、全世
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帯に配りました。 

 それで、それに対するアンケート、我々が施策を講じたものに対して、どうレスポンスがあるかアンケー

トしたんです。結果が出ました。やはり自治会のマニュアルとか防災の考え方ですね、これは皆さん８０数

パーセント。女性の参画は、男性も回答していますから読んでいないという方が多かったんです。だから、

そういうふうにまず徹底をいかにするかということが大切です。 

 それ、参考になったというので、備蓄をどれだけしていますか、食糧、水、これは大体８０％備蓄してい

ます。ところが、一番大切な簡易トイレ、凝固剤、これは凝固剤の共同購入もやったんですけど、今のとこ

ろは大体２５パーセントというレベルですね。 

 ですから、こういうのをいかに徹底できるかというところが避難所へ負荷がどれだけかかるかということ

になってくると思っております。 

市長：ありがとうございます。 

濃沼さん：私は非常にオーソドックスな紙を出させていただきましたけれども、行政との住民とのパイプ役

ということで出させていただきました。これは、各避難所には無線の設備があります。それで、先ほど申し

上げましたように、１８の地区でそれぞれ地区長さんが住民に何かあったときには相談に乗るという立場に

なっているんですけれども、それと私ども町会とのパイプをつなぐ手段がなかなか画一できない。万一、災

害の場合は携帯電話等、なかなか使えない状況になります。それで、一時期無線でお互いに地区長さんと町

会とを結ぼうというふうに思ったんですが、維持費とか、そういうのを考えると大変厳しい状況なんですね。 

 それで、何かあったときには町会や何か、こういうところ、行政から何か御相談があったり、それに対し

て答えるためには、状況を把握していないといけないんですけれども、そういうことがなかなか現状できな

いということで、その辺を何とか費用がかかる話なんですけれども、考慮していただけるとよくなるんじゃ

ないかというふうに思いまして、こういうふうに書かせていただきました。 

市長：ありがとうございます。 

 これまでの議論を踏まえてですね、区長として考え方というか、まとめのような話を区長なりのコメント

をいただきたいと思います。 

区長：本当に今日は皆様、様々な貴重な意見をありがとうございました。皆様の御意見を聞いていて、やは

り日頃からの地域でのコミュニティーのつくりとか、それから本当に顔の見える関係づくりというのは、や

っぱり何よりも大切だと感じておりますし、それは防災に限った話ではない、でございます。 

 先ほど、千葉さんからもお話ありましたように、まさに地域包括ケアシステムを今川崎市では、多摩区で

ももちろん取り組んでいますけれども、そういった中でも、やはりふだんから地域でのコニュニティーがま

さに人のつながり、それから地域とのつながりを持つことで、初めてまさにお互いに助け合う、お互いが顔

が見える関係づくりが何よりも大切だということは、もう皆さんからの指摘もございますし、我々もそう思

っています。 

 そのために、これから我々は何をやらなきゃいけないか。まさに地域の方々にまず防災のことについては、

自分ごととして捉えていただくための取組、そして日頃から防災訓練や自治会活動などを通じて、お互いが

顔が見る関係づくりをより進めていくための取組を我々は一生懸命やらなければいけないというふうに思っ

ております。 

 実は、今日はいろいろな貴重な御意見いただきましたので、これを今後の防災の取組などで活かしていく

ためにはどうしたらいいかということの一つに、今日この区民車座集会の場を使った、デジタルストーリー
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テリングを、これから我々でつくりたいというふうに思います。 

 それを活用して、区民の皆様にも今日出していただいた意見とか考え方、思いなどを共有してもらうとい

う、そういうことがその次につながるのではないかなと思っておりますので、そのデジタルストーリーテリ

ングをつくった上で、今後ホームページとか、それから出前防災講座など、そういったところで活用して、

区民一人ひとりの防災意識の向上と、それから地域防災力の向上といったところを取り組んでまいりたいと

いうふうに思います。 

 今日は本当に、皆様方から貴重な意見をいただきました。ありがとうございます。それをまた活かしてい

きたいと思いますので、是非よろしくお願いいたします。 

市長：どうもありがとうございました。 

 ちょっと、私最後に、お時間になりましたのでまとめさせていただきたいんですが、先ほど山吉さんがお

っしゃっていただいたように、災害のときになったら、まず自分の備えというか、自分で守らなくちゃいけ

ないという、この備えをちゃんとやっていただくことが、一番の大前提なんですよね。それができていない

と、一気に避難所だとか、いわゆる共助・公助のほうとかにどんどん負荷がかかってくるということであり

ますから、まず自分のところはちゃんとやるという意識をやっていくためには、それは市も一生懸命これか

らも伝わる広報をやっていく、あるいは訓練を後押ししていくということはやっていかなくちゃいけない。

これはしっかりやりたいと思います。 

 でも、一番やっぱり効くのは、隣の人から、御近所さんから、あるいは知り合いから言ってくれるという

のが、一番訴求力があるので、それを今日お集まりの皆さんにもやっていただいていると思いますが、さら

にその取組を多摩区なり、あるいは全市民なりと、それはやっていきたいなと思います。 

 そしてもう一つは、千葉さんからお話あったように、自分たちの地域のことは自分たちでやるんだけれど

も、例えば町会がやっていて、あるいは社協が、学校がというふうな中で、消防団がというふうな形、こう

いう人のところに子供関係をやっている、高齢者関係をやっているというふうなのを、どうやって同じ地域

のプラットフォームの中で皆で重なり合ってやっていくかということが、本当に大事だなというふうに改め

て思わせていただきました。 

 それには、人だけのネットワークだけではなくて、いわゆる施設的な、コメリさんとかセブンイレブンさ

んとか、保育所だとか高齢者施設、こういった施設の場のシェアというか、共有ということも意外とあるよ

ねと、自分たちの地域って、どういうふうに、どの地域を私たちの地域というのかというのは、人それぞれ

ちょっと解釈があると思いますが、例えば小学校区内ぐらいの小さな単位で考えると、あそこにあの施設あ

るよね、あそこはいざとなったら使わせてもらえるんじゃないかなということ、日常的に寺澤さんがやって

いただいたような形でつないでいくという取組を、やはりこれからもっと加速させていかなくちゃいけない

ということだということを、改めて思わせていただきました。 

 今回、それぞれの地区では会っている、顔の見える関係ができているんだと思いますが、こういう形で地

区を越えて集まっていくと、なるほど、こういうやり方もあるのかなというふうなのが見えてくると思うの

で、これを多摩区全体に共有する、あるいは市全体で共有していくということが、本当に災害に強いまちづ

くりになるし、いざとなったら災害に強いまちづくりだし、平時のときは、本当に地域に、ここは本当に安

全だなという、安心だなという地域づくりそのものになるんじゃないかというふうに思います。 

 本当に、ちょっと運用が悪くて皆さんがしゃべり足りないという部分がたくさんあったと思うのですが、

御容赦いただきまして、今回の車座集会を終了させていただきたいと思います。 

 皆さん、御協力ありがとうございました。 

（拍手） 
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司会：ありがとうございました。以上をもちまして、第３７回区民車座集会を終了させていただきます。 

お忘れ物のないよう、お気をつけてお帰りください。お帰りの際には、受付時にお渡ししたアンケートの御

記入にご協力いただき、出口にいる職員にお渡しください。 

 本日は、御来場いただきまして、まことにありがとうございました。 


